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平成 24 年 01 月 12 日 「お土産のことなど考えて その 2」

さて、昨日の日記の続きになりますが、

長野のおばあちゃんちに行った帰りに、

お土産アイディアの参考にしようと思ってりんごお土産を紹介します。

何かの参考になれば幸いです。

▲長野のりんごお土産たち

ひとつめはコレ



「まるごとリンゴパイ」 735 円（税込）

リンゴが丸ごと入ったリンゴパイ。

これは玉屋さんにも「まるっとりんご」の名前で売られていますね。

中身はこんな感じです。



▲賞味期限が長く、常温で 3月上旬までもちます。

次はコレ

「りんご焼きドーナツ」 682 円（税込）





揚げずに焼いたドーナツ。

リンゴ入りのドライケーキをそのままリング状にしてある感じで、

味もパウンドケーキに似ています。

6 個入り。

三つ目は

「信州りんご焼き」 630 円（税込）



直径 3 センチほどの焼き菓子が 12個入り。



人形焼のようなカステラ生地にリンゴジャムが入っています。

最後が

「民芸菓子 信州りんご」 630 円（税込）



見た目にインパクトがある、りんごのダンボール箱風のパッケージが魅力。

中身はこんな感じ。



りんごを模した饅頭風のお菓子が 6個入り。

と、こんな感じです。

やはり、見た目が大事なご当地お土産ですから、どのお土産もパッケージ凝っていますね。

特に、ダンボール箱風のお菓子なんかは、お店にたくさん並んでいる状態も、

出荷前の市場みたいでよい感じでした。

価格はどれも 700 円前後。

このぐらいが気軽に買えるお土産の人気価格帯なのかと思われます。

こんな感じに、気軽に買える朝日町のならではの特徴的なお土産がもっと増えると、

観光に来たお客様から、まだ朝日町を知らない人へと



口コミで町の情報が広まっていきやすくなります。

現在ぼくは、町の new アクション事業で空気神社のお土産を考えています会に参加していま

す。

これは食品ではありませんが、そんな口コミで広がるようなお土産になるよう。

コチラの開発も頑張っていければと思います。


